
…
弟

フ.   ・ ●: !]―

|| 
′

 ●

: 
Ⅲ

1半二_l.1 攀

仕入れの都合と、献宝が変更する堀舎がごぎいます。ご了承《ださしヽまナようよろし《拾願い憂鷺します。
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■巻き寿司の起源■

「巻昨 (まきずし)」 の文字が初めてでくるのは、1750年に刊行された料理本『料理山海郷』。

その後、1776年刊の料理本『新撰献立部類集』には、「すだれに浅車海苔、フグの皮、または網を敷いて上に飯を置き、

魚を並べて、すだれごと巻く」「紙に敷いた場合には紙を取り、小日から切る」とあるように、ほぼ今日的なスタイルの巻寿司が登場します。

さらに、1802年刊の料理本『名飯部類』で、いろいろな種類の巻寿司が紹介されていることから、

巻寿司は江戸中期の1750～ 1776年の間に生まれ、1783年頃に一般化したと考えられています。


